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近年，気候変動の影響による水災
害の激甚化・頻発化を鑑み，防災・
減災が主流となる社会を目指し，流
域治水による水災害対策の取り組み
が各所で推進されています。ダム本
体建設工事や堤防の整備などが進め
られている一方で，インフラの長寿
命化や機能向上などを目的とした補
修・補強工事，また，これらに付随
する技術開発も積極的に行われてい
ます。

今月号は，前回から 2 年ぶりとな
る特集テーマ「河川・ダムの治水対
策，維持管理，点検補修」について
ご紹介しました。

巻頭言では，群馬大学大学院理工
学府の清水義彦教授より，気候変動
の影響を考慮した全国 109 水系の河
川整備基本方針の見直しについて，
流域治水として，あらゆる関係者が
協力して取り組むこと，また，気候
変動に対応するため，技術の進展も
重要であることをご提言いただきま
した。

行政情報では，国土交通省水管理・
国土保全局河川計画課より，治水機
能の強化と水力発電の促進を両立す
るハイブリッドダムの取り組みと，
DXWG の取り組み等の事例につい

てご紹介いただきました。既存設備
の最適化や発電機の設置，デジタル
技術の活用により，効率的な水運用
を行い，気候変動緩和策に寄与する
ことが期待されます。

技術報文では，川辺川ダムの流水
型ダムの取り組みや，宮城県大崎市
の地方自治体における災害対応の実
態や教訓等，ダム堆砂への対策技術，
環境に配慮した技術の適用，良質な
コンクリート打設を目指した創意工
夫事例，高精度水中測位システムの
開発などについてご紹介ご報告いた
だきました。

交流のひろばでは，AI を活用した
水力発電所の最適な発電計画を策定
するシステム開発に関する取り組み
についてご紹介いただきました。本
システムの導入により，年間 2% の
増電が期待できることが確認された
とともに，発電計画の策定時間の短
縮や，若手従業員の教育にも効果的
であるという見解が示されました。

最後に，突然の原稿執筆のお願い
にも関わらずご快諾いただき，お忙
しいところご協力いただきました執
筆者の皆様，関係者の皆様に心より
御礼申し上げます。本誌に寄せられ
た貴重な情報が，今後の河川・ダム
整備・維持管理技術向上の一助とな
れば幸いです。

 （松澤・那須野）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
② 協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

7 月号「建設 DX と生成 AI 特集」予告
・i-Construction の更なる展開　・建設現場での ICT 活用に向けた取り組み　・統合プラットフォー
ム T-iDigital Field を活用した山岳トンネル施工　・データ利活用型 ICT 土工管理システムによる
現場の生産性向上を実証　・山岳トンネル統合化施工システム OTISM の開発　・自動化施工シス
テム A4CSEL® による DX ソリューション　・ICT 活用山岳トンネル機械施工　・油圧ショベルの
車体センサデータの新しい活用方法　・舗装工事におけるプルーフローリング試験のデジタル化と
その効果　・クレーンワイヤー全周囲外観検査システムの開発　・自律 AI による建設機械の自動
化　・建築設計業務における生成 AI 活用の課題と展望　・建設施工における生成 AI の可能性　 
・建設分野における言語モデルの自動評価に向けた研究　・LLM の土木・建設分野への利活用　 
・レーザー 3 次元計測システムと鋼橋地組形状調整システムの連携　・生成 AI の現況と用語の解説
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